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令和６年度 沖縄県学力到達度調査の結果 
沖縄県教育庁義務教育課  

  

１ 趣旨 

(1) 本県児童生徒一人一人の当該学年までの学習の定着状況を把握し、各学校における授業改善

の充実を図るために実施する。 

(2) 各学年の教科分析を通して、自校の落ち込みのある領域を把握し、習得状況を揃える取組に

生かす。 

 

２ 実施日・対象学年・教科 

  (1)小学校                 (2)中学校 

令和７年２月 13日(木)～３月 13日（木）    令和７年２月 14日(金)～３月 14日（金） 

対象学年 教 科  対象学年 教 科 

第５学年 国語、算数 第１学年 数学、英語 

第６学年 国語、算数 第２学年 国語、数学、英語 

 

３ 調査結果及び概要 

  (1) 小学校（３/14時点） 

対象学年 教 科 
受験した 

児童数(人) 

正答率 

（％） 

誤答率 

（％） 

無解答率

（％） 

正答率 30％未満の 

児童の割合％ 

（昨年度値） 

第５学年 

国 語 14,800 57.1 36.0 6.8  15.7（ 7.7） 

算 数 14,765 41.2 44.5 14.3  37.4（7.3） 

第６学年 

国 語 14,623 68.6 28.0 3.3  3.7（ 6.1） 

算 数 14,600 55.6 37.8 6.6 12.7（22.6） 

第５学年においては、算数の無回答率が 10％を超えており、国語、算数ともに正答率 30％未

満の児童の割合が昨年度より増加している。 

第６学年においては、昨年度より正答率 30％未満の児童の割合が大幅に減少している。 

 

(2) 中学校（３/17時点） 

対象学年 教 科 
受験した 

生徒数(人) 

正答率 

（％） 

誤答率 

（％） 

無解答率

（％） 

正答率 30％未満の 

生徒の割合％ 

（昨年度値） 

第１学年 
数 学 13,811 28.1 59.0 12.9 62.4（40.6） 

英 語 13,709 48.1 46.6  5.4 22.0（40.3） 

第２学年 

国 語 13,905 45.8 45.4  8.8 17.9（21.8） 

数 学 13,788 27.8 54.2 18.0 63.2（28.2） 

英 語 13,777 51.5 43.5  5.0 20.0（21.0） 

   第１学年においては、英語の正答率が高く、数学の正答率が 30％を下回り、無回答率も 10％

を超えている。また、正答率 30％未満の生徒の割合は、数学は昨年度より増加し、英語は減少

している。 

第２学年においては、英語の正答率が高く、国語と数学においては 50％を下回っている。無

回答率においては、数学が 10％を上回った。正答率 30％未満の生徒の割合では、国語と英語は

昨年度より減少しているが、数学においては増加している。 
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「自立した学習者」育成プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科等の重点事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 各教科における「記述式問題」について 

(1) 各教科における課題のみられる「記述式問題」 

   本県では、各種諸調査における記述式の設問において、誤答率や無解答率の値が大きくなる  

傾向がある。そのため、記述式問題における児童生徒の解答を分析し、授業改善に生かすこと 

は重要である。 

小学校 国語                                                                               

・物語文を読んで、読み取ったことを発表する文章を書く。 小５３六   正答率 25.8％ 

・読み取った登場人物の心情を発表する文章を書く。    小６３六   正答率 24.7％ 

小学校 算数                                                                      

・重さを比べ、百分率で表す求め方と答えを書く。     小５１(3)   正答率 10.4％ 

・正八角形の１つの角の大きさの求め方を書く。      小６３(4)   正答率 28.6％ 

中学校 国語                                                                      

・使用する資料の不適切であるものの理由を書く。     中２２(3)    正答率 6.6％ 

中学校 数学                                                                     

・目的地までにかかる時間の差をグラフを使って説明する。 中１８(2)    正答率 14.7％ 

・通話時間が何分になるとＢプランがＡプランより安くなる 中２８(2)   正答率 27.8％ 

かを説明する。     

中学校 英語                                                                     

・条件に従って、週末の過ごし方について紹介する。    中１11条件３ 正答率 26.9％                                 

・まとまりのある文章を読んで、自分の意見を述べる。      中２10(3)   正答率 22.2％ 

◆条件が提示されている設問について、「条件」の確認や、「誰に伝えるのか」「何のために伝

えるのか」など、学習課題の目的を自分なりに捉え、解決に導くことに課題が見られる。 

◆段落やまとまりなどで捉えることはできるが、全体を俯瞰して捉えて表現したり、自己を振り 

返ったりしながら解決に導くことに課題が見られる。 

◆設問によっては、課題解決するために必要な既習事項の定着が不十分な部分も見られる。 

 

(2) 「記述式問題」の課題からみえる授業改善のポイント 

◆目的や「問い」等、自ら課題を明らかにし、条件に合うよう考え、表現する力の育成 

◆課題解決に向けて学習の流れを見通したり振り返ったりしながら、学習を調整する力の育成 

◆課題を解決するための既習事項の定着や、知識・技能の習得 
 

５ 各教科の授業改善に向けて 

『「自立した学習者」育成プロジェクト』が示す、「授業改善４つの取組」や「令和７年度版 

各教科等の重点事項」を参考に、組織的に授業改善に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

https://sites.google.com/ope

n.ed.jp/okinawa-jiritsu-

2025/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%8

3%A0 

https://sites.google.com/op

en.ed.jp/okinawa-jiritsu-

2025/%E4%BB%A4%E5%92%8C%E5%

B9%B4%E5%BA%A6%E5%90%84%E6%

95%99%E7%A7%91%E7%AD%89%E3%

81%AE%E9%87%8D%E7%82%B9%E4%

BA%8B%E9%A0%85 
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令和６年度 沖縄県学力到達度調査

集計結果

小学校 国語 ５学年

◆ 設問ごとの正答率

◆ 設問ごとの無解答率

◆ 正答数ごとの度数分布

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：正答数 縦軸：割合（％）

正答率30%未満

平均正答率 ５７.1％

平均無解答率 ６.８％

正答率30%未満 １５.７％

特に課題の見られる問題

特に課題の見られる問題
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【特に課題のある設問】 沖縄県義務教育課

令和６年度 沖縄県学力到達度調査

特に課題の見られる問題

小学校 国語 ５学年

◆ 問題

◆ 分析結果と課題

◆ 授業改善のポイント

◆ 問題

六

あ
な
た
は
、
「
ぼ
く
」
の
前
に
現

れ
た
動
物
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
、

み
ん
な
の
前
で
発
表
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
発
表
し
ま
す
か
。

次
の
〈
条
件
〉
に
し
た
が
っ
て

書
き
ま
し
ょ
う
。

〈
条
件
〉

●
て
い
ね
い
な
話
し
言
葉
で
書
く

こ
と
。

●
「
『
ぼ
く
』
の
前
に
現
れ
た
動

物
は
、
」
に
続
く
形
で
、
「
残

り
命
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

書
く
こ
と
。

●
四
十
字
以
上
五
十
字
以
内
で
書

く
こ
と
。
（
句
読
点
や
記
号
も

字
数
に
数
え
ま
す
。
）

文
章
省
略

３

○大問３一の正答率は、36.6％、無解答率は選択制のため2.8％であるが、「文の中における主語と述語の
関係を捉えること」に課題がある。
○大問３六の正答率は25.8％、無解答率は21.9％であり、本調査問題で最も無解答率が高かった。「人物
像や物語の全体像を具体的に想像すること」に課題がある。

◆ 関連する問題

調査問題の種類 設問番号 問題の概要 県の正答率

令和６年度
全国学力・学習状況調査

大問３の
一

文の中における主語と述語の関係を捉えること
ができる。

26.5％
（全国２8.0％）

令和４年度
全国学力・学習状況調査

大問３の
三

不思議な物語を読んで、人物像や物語の全体像
を具体的に想像することができる。

62.4％
（全国68.3％）

令和４年度授業アイディア例（小学校国語）参照

一

の

線
「
出
し

た
」
の
主
語
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、

次

の
１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
ん

で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

動
物
は

２

ま
た

３

高
い
声
と
低
い
声
が

４

合
わ
さ
っ
た
声
を

○登場人物の相互関係や心情などに
ついて描写を基に捉える言語活動の
場,方法の工夫を！

☞ポイント
登場人物の相互関係は直接的に描写されている場合も
ありますが、暗示的に表現されている場合もあります。
登場人物の相互関係に基づいた行動や会話、情景など
に注意して読むことを促し、捉えることができるよう
に指導することが効果的です。
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21.0%

30.2%

11.8% 9.8%

19.7%
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24.5%

67.9% 65.8%

57.6% 56.7%

34.4%

23.4% 24.8%
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令和６年度 沖縄県学力到達度調査

集計結果

小学校 算数 ５学年

◆ 設問ごとの正答率

◆ 設問ごとの無解答率

◆ 正答数ごとの度数分布

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：正答数 縦軸：割合（％）

正答率30%未満

平均正答率 ４１.２％

平均無解答率 １４.３％

正答率30%未満 ３７.４％

特に課題の見られる問題

特に課題の見られる問題
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【特に課題のある設問】

数学的活動を重視した単元計画及び授業づくりで、数学的な思考力・判断力・表現力を育む。

①式は計算の結果を求めるための手段だけでなく、思考の筋道を表現する手段としても用

いられる。表やグラフから読み取ったことを、目的に応じて式や言葉で表現（説明）す
ることができるようにすることが大切である。

②思考の過程や結果など、数学的表現を用いて、対話的に伝え合い、お互いの考えをより
よいものにしていくことが大切である。

本問題を用いて授業を行う際には、表のどこに着目するか、その数からわかること等、
表の構成や必要な数値の求め方を対話を通して理解していくことが大切である。また、事
実を記述する問題であることから、説明する対象を一つ一つ明らかにして、記述すること
が求められる。
単元計画を立てる際に、数学的表現を用いて対話的に伝え合う場面設定が必要である。

沖縄県義務教育課

令和６年度 沖縄県学力到達度調査

特に課題の見られる問題

小学校 算数 ５学年

◆ 問題 ３(2)②

◆ 分析結果と課題

◆ 授業改善のポイント

[第５学年]  Dデータの活用３⑴ｲ(ア) データを整理する観点に着目し，身の回りの事象
  について表やグラフを用いて考察し，見いだしたことを表現すること。

◆趣旨  二次元表からデータを読み取って比べることについて表現（説明）することがで 
きるかどうかをみる。

○正答率24.5％、無解答率25.1％であり、データから読み取って比べることについて説明 
することに課題が見られる。

●誤答分析
①の二次元表の構成を理解し、必要な数値を求めることについて、正答率が79.7％と、

二次元表の構成を理解し必要な数値を求めることは、おおむねできていると捉えられるこ
とから、表から読み取った数を用いながら表現（説明）することに課題が見られると考え
られる。

②物語を借りた人の中で、伝記も借りた人と伝記は借り
てない人では、どちらがどれだけ多いですか。また、
その求め方を、言葉と表1の数を使って書きましょう。

【正答例】
・求め方
物語を借りた人の中で、伝記も借りた人は、13人で、
伝記は借りてない人は４人なので、13ー４=９だから、
物語を借りた人の中で、伝記も借りた人の方が９人多
いです。
・答え
伝記も借りた人の方が９人多い。
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0.2% 0.2%

3.8%
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92.8% 92.2%
86.3%

53.4%

31.4%
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68.2%
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67.5%
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令和６年度 沖縄県学力到達度調査

集計結果

小学校 国語 ６学年

◆ 設問ごとの正答率

◆ 設問ごとの無解答率

◆ 正答数ごとの度数分布

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：正答数 縦軸：割合（％）

正答率30%未満

平均正答率 ６８．６％

平均無解答率 ３.３％

正答率30%未満 ３.７％

特に課題の見られる問題

特に課題の見られる問題
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【特に課題のある設問】 沖縄県義務教育課

令和６年度 沖縄県学力到達度調査

特に課題の見られる問題

小学校 国語 ６学年

◆ 問題

◆ 分析結果と課題

◆ 授業改善のポイント

◆ 問題

六

あ
な
た
は
、

「
や
っ
ぱ
り
橘
さ

ん
が
だ
い
て
っ
て
」
と
言
っ
た
と
き

の
山
岸
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
て
、

み
ん
な
の
前
で
発
表
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
発
表
し
ま
す
か
。

次
の
〈
条
件
〉
に
し
た
が
っ
て

書
き
ま
し
ょ
う
。

〈
条
件
〉

●
て
い
ね
い
な
話
し
言
葉
で
書
く

こ
と
。

●
山
岸
さ
ん
の
気
持
ち
の
変
化
と
そ

の
理
由
を
考
え
て
、
「
ウ
サ
ギ
」

「
千
花
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
書

く
こ
と
。

●
五
十
字
以
上
六
十
字
以
内
で
書

く
こ
と
。
（
句
読
点
や
記
号
も

字
数
に
数
え
ま
す
。
）

文
章
省
略

２

○大問２四イの正答率は、31.4％、無解答率は7.2％であり、「学年配当漢字を文脈の中で正しく使うこと」
に課題がある。
○大問３六の正答率は24.7％、無解答率は13.4％であり、本調査問題で最も無解答率が高かった。「人物
像や物語の全体像を具体的に想像すること」に課題がある。

◆ 関連する問題

調査問題の種類 設問番号 問題の概要 県の正答率

令和６年度
全国学力・学習状況調査

大問２の
三ア

学年別配当漢字表に示されている漢字を文の中
で正しく使うことができる。（同音異義語）

40.7％
（全国43.6％）

令和４年度
全国学力・学習状況調査

大問３の
三

物語を読んで、人物像や物語の全体像を具体的
に想像することができる。

62.4％
（全国68.3％）

※物語を読むことの授業改善ポイントについては、5学年の分析報告も参考にしてください。

四

川
上
さ
ん
は
、
【
川
上
さ
ん
の
文

章
】
を
読
み
返
し
、
習
っ
て
い
る
漢

字
が
ひ
ら
が
な
に
な
っ
て
い
た

部
ア
、
イ
を
漢
字
に
書
き
直
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。
次
の

部
ア
を
漢

字
で
、
イ
を
漢
字
と
送
り
仮
名
で
書

き
ま
し
ょ
う
。

毎日の練習の成
果をアはっきして、
…

成績をイおさめる
ことができたの
は、…

３

文
章
省
略

○ 同音異義語など、日常生活の中で適切に使うことができるような学習場面の設定を！

例えば… 例えば… 例えば…

同じ音（訓）で読む漢字を集める
同じ音（訓）で読む漢字を集めた
り、その意味を辞書で調べたりす
る活動を取り入れる。

似た形の漢字を集める
同じ部分をもつ漢字や似
た形の漢字を集め、辞書
で「つくり」による意味
の違い、「へん」による
意味の違いなどを調べる
活動を取り入れいる。

間違えやすい漢字を集める
児童が辞書を引いたときや、日
常生活の中で見付けた、間違え
やすい漢字を紹介し合う活動を
取り入れる。児童が自分たちで
見付けることで、漢字を正しく
使おうとする意識を高めること
につなげていく。

集めた漢字は、カードや短冊にして教室に掲示するなど、日常生活の中で児童が漢字に触れること
ができるように、言語環境を整えることが大切である。その際、読み仮名、送り仮名を書き込んだ
り、それぞれの漢字を使った例文も書き加えたりして、文脈の中で使い分けることができるように
する。

平成30年度全国学力・学習状況調査報告書（小学校国語p49）参照

タブレット端末の文章作成ソフト
の変換機能を日頃から意識的に活
用するように促すなど。
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1(1) 1(2) 1(3)① 1(3)② 2(1) 2(2) 2(3) 3(1) 3(2) 3(3) 3(4) 4(1) 4(2)中 4(2)平 5(1) 5(2)

89.4%

74.9%

83.9%
77.4%

52.4%

19.3% 17.4%

86.4%

40.2%

65.2%

28.6%

38.1%

56.2%

35.5%

50.8%

73.7%
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1(1) 1(2) 1(3)① 1(3)② 2(1) 2(2) 2(3) 3(1) 3(2) 3(3) 3(4) 4(1) 4(2)中 4(2)平 5(1) 5(2)

令和６年度 沖縄県学力到達度調査

集計結果

小学校 算数 ６学年

◆ 設問ごとの正答率

◆ 設問ごとの無解答率

◆ 正答数ごとの度数分布

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：正答数 縦軸：割合（％）

正答率30%未満

平均正答率 ５５.６％

平均無解答率 ６.６％

正答率30%未満 １２.８％

特に課題の見られる問題

特に課題の見られる問題
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【特に課題のある設問】 沖縄県義務教育課

令和６年度 沖縄県学力到達度調査

特に課題の見られる問題

小学校 算数 ６学年

◆ 問題 ２(2)

◆ 分析結果と課題

◆ 授業改善のポイント

(2) えいたさんたちが公民館に帰ったあと、バスは車庫に
もどります。帰りのバスが水族館から城跡まで走った速さ
と、城跡から公民館まで走った速さは同じです。この速さ
で、公民館から車庫までの12kmの道のりを走るのに何分か
かりますか。
答えを書きましょう。

【正答例】 ・答え 20分

問題にある図を用いて、問題文の理解や立式、答えを確
かめるなど図と式を照らし合わせながら考え、表現する。

・求め方
帰りの時速は、90÷2.5＝36(km) 

分速は、 36÷60 ＝0.6(km)
公民館から車庫までの道のりは12kmであることから

12÷0.6＝20(分)

[第６学年]  C変化と関係５(2)ア(ア) 速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方に 
ついて理解し、それを求めること。

◆趣旨  速さの意味ついて理解し、道のりに対してかかる時間が求められるかどうかをみる。
○正答率19.3％、無解答率12.7％であり、速さの意味の理解及び表すことに課題が見られる。
●誤答分析
(1)の速さを比べ、その理由を記述する問題において正答率52.4％、無解答率3.8％である

ことからも速さの意味や求めることに課題があることがうかがえる。本問題においても速さ
の意味の理解及び表すこと、時速から分速への単位換算が不十分であったと考えられる。

数学的活動を重視した単元及び授業づくりで、知識及び技能の定着を図る。

①速さの学習では、児童の日常生活の場面と関連付けて、速さのイメージを持つことがで
きるようにすることが大切である。
②速さを求める除法の式と商の意味を数直線や図などを用いて考え、説明し合う場面を通
して、速さの意味理解や手続きの定着を行うことが大切である。

本問題を用いて授業を行う際には、まず、数直線や図を用いて問題の場面や内容の理解
を図り、行きと帰りが同じ道のりであることや、かかった時間の違いなどに着目して、速
さを判断できるようにすることが大切です。また、速さを公式によって求めることを学習
した後も、単位量当たりの意味に基づき、速さを比べる活動や目的に合わせて単位換算す
る活動を取り入れることが大切である。

0

1 10 20 30 40 50

0.6 6 1812

60(分)

24 30 36(Km)
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21.8%
29.0%

37.4%

16.5% 15.0%
11.8%

26.5%

58.6%

7.5%

18.2%

67.5%

20.8%

12.3%

46.1%

14.7%

29.1%

15.4%
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令和６年度 沖縄県学力到達度調査

集計結果

中学校 数学 １学年

◆ 設問ごとの正答率

◆ 設問ごとの無解答率

◆ 正答数ごとの度数分布

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：正答数 縦軸：割合（％）

正答率30%未満

平均正答率 ２８．１％

平均無解答率 １２．９％

正答率30%未満 ６２．４％

特に課題の見られる問題

特に課題の見られる問題
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【特に課題のある設問】

★問題解決のために数学を活用する方法を考え、説明できるようにする。
様々な問題を数学を用いて解決できるようにするために、問題解決の構想を立てたり、
問題解決の過程や結果を振り返ったりする活動を取り入れることが大切である。その際、
数学を活用する方法を説明できるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には、家から首里城まで「歩いていく場合」と「自転車で
行く場合」にかかる時間の差(違い)はどのくらいになるのかを求める方法について、2つの
グラフをどのように用いればよいかを説明する場面を設定することが考えられる。このと
き、グラフを用いる場合について、次のような説明ができるようにすることが大切である。

このような説明ができるようにするためには、例えば、使用時間の違いを求めた後にそ
の方法を説明する活動を取り入れることが考えられる。その際、解決の方法として表現が
不十分な説明を取り上げて、問題解決の見通しを共有した場面や使用時間の違いを求める
過程を共有した場面を振り返りながら、十分な説明にしていく場面を設定することが考え
られる。また、グラフだけでなく、式を用いる方法についても説明ができるよう、あわせ
て指導していく必要がある。

沖縄県義務教育課

令和６年度 沖縄県学力到達度調査

特に課題の見られる問題

中学校 数学 １学年

◆問題 8(2)

[第1学年] C関数 ⑴ｲ(ｲ) 比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。
◆趣旨 事象を数学的に考察し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどう

かをみる。(「用いるもの」を明確にした上で、その「用い方」を記述する)
○正答率14.7％、無解答率31.4％であり、問題解決の方法をグラフを用いて説明すること
に課題の見られる。
●誤答分析

xの値ではなくyの値に着目したり、表現が不十分であったりする誤答が考えられる。

◆分析結果と課題

◆指導改善のポイント

〈グラフを用いる場合〉
「歩いていく場合」と「自転車で行く場合」の2つのグラフについて、yの値が7000の
ときのxの値の差を求めればよい(y座標か7000のときの2点間のx軸方向の距離を読む)。
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令和６年度 沖縄県学力到達度調査

集計結果

中学校 英語 １学年

◆ 設問ごとの正答率

◆ 設問ごとの無解答率

◆ 正答数ごとの度数分布

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：正答数 縦軸：割合（％）

正答率30%未満

平均正答率 ４８.1％

平均無解答率 ５.４％

正答率30%未満 ２２.０％

特に課題の見られる問題

特に課題の見られる問題
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【特に課題のある設問】 沖縄県義務教育課

令和６年度 沖縄県学力到達度調査

特に課題の見られる問題

中学校 英語 １学年

◆ 問題

◆ 分析結果と課題

◆ 授業改善のポイント

正答率 26.9％ 無回答率 29.3％
〇  日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いて

 まとまりのある文章を書くことに課題がある。

11     あなたの家にホームステイをする予定の，アメリカに住む中学生のジェニー（Jenny）は，
 日本の文化にとても興味があり，あなたの家族と過ごすことをとても楽しみにしています。 
ある日ジェニーから，あなた（またはあなたの家族）は，週末はどのように過ごしているのかと
メールで尋たずねられました。以下の条件に従って，英語でまとまりのある文を書きなさい。

条件１： 主語・動詞を含む15語以上の英文で書くこと。
ただし、符号（.,?!）などは語数に数えない。また、文の数は問わない。

条件２： 週末は普段どう過ごしているのか書くこと。
条件３： 日本の文化に興味があるジェニーといっしょにしたいことや挑戦し

 てみたいことなど提案する文を書くこと。

特に課題

令和５年度全国学力・学習状況調査調査結果を踏まえた
学習指導の改善・充実に関する指導資料
～学習過程を意識した授業づくり～

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou/eigo/pdf/r07eigo_All.pdf

令和7年２月に公表されました最新の指導資料です。
映像資料と指導資料が掲載されています。御活用ください！！

【入之内昌徳調査官資料より】

■ 普段の授業を振り返ってみましょう

１ コミュニケーションを行う目的や場面、状況
 などを明確に設定して言語活動を行っていますか

２ 日常的な話題や、社会的な話題を取り上げる等、
 題材の工夫をしていますか

３ 即興で伝え合うやり取りを授業で行っていますか

４ 聞いたり読んだりしたことについて、話したり書いた
 りするなどの領域を統合した言語活動を行ってい
ますか

５ 言語材料を言語活動と効果的に関連付けて適切 
 に指導していますか

学習指導要領（平成29年告示）解説
第２章 外国語科の目標及び内容 カ 書くこと (ア)(イ）P66,67 より

「書くこと」が苦手な生徒には、何をどのように書けばいい
のかを指導する必要がある。

自分の考えや気持ちを
ペアやグループで口頭で伝える活動

その内容を書いてまとめる活動

日頃から
言語活動の
設定を

しましょう！

実際に書く活動を行う前には・・・。

手本となるような文章を
数多く提示する

その表現を活用したり入れ替えたり
しながら書き方を学ばせる

その後、自分の力で書くことが
できるようにする

 様々な形式により、自分の考えや気持ちなどが伝わるよう
に文章を書くためには、時間の確保や、メールなどの操作・練
習のためのICTを活用した活動の充実が必要である。

クラウドを活用
して他者参照

できる環境づく
りも大切です！

■DeepL write（AIを活用した文章作成アシストツール）を活用した例

※スペルや文の誤りをチェック, 語句や文の書き換え候補を確認することができます。

【添削前】     I  usualy cooking on Sunday.

Do you know onigiri?  It’s  rice ball. 
Let’s cook onigiri together!

【添削後】 I usually cook on Sundays.
Do you know onigiri?  It’s a rice ball. 
Let’s cook onigiri together!
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令和６年度 沖縄県学力到達度調査

集計結果

中学校 国語 ２学年

◆ 設問ごとの正答率

◆ 設問ごとの無解答率

◆ 正答数ごとの度数分布

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：正答数 縦軸：割合（％）

正答率30%未満

平均正答率 ４５.８％

平均無解答率 ８.８％

正答率30%未満 １７．９％

特に課題の見られる問題

特に課題の見られる問題
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【特に課題のある設問】 沖縄県義務教育課

令和６年度 沖縄県学力到達度調査

特に課題の見られる問題

中学校 国語 ２学年

◆ 問題

◆ 分析結果と課題

◆ 授業改善のポイント

○１(3) 読むことイ 目的に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得て，内容を
解釈すること。

県平均正答率：10.1％ 無回答率21.2％
目的に応じて、適切な情報を得ることに課題があると考えられる。適切な情報を得るた

めには、情報の適否を見極めながら自分の目的に応じて整理することが大切である。
また、要約に課題がある場合は、第１学年読むことウの指導事項の復習を行うことも重

要である。

○２(3) 書くことウ 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加え，自分の考えが伝わる文
章になるように工夫すること。

県平均正答率：6.6％ 無回答率20.7％
根拠の適切さを考えることに課題があると考えられる。書こうとする根拠が自分の考え

を支えるものであるかどうかを検討する場面を設定したり、その根拠が確かな事実や事柄
に基づいたものであるかどうか等、適切さを考える観点を示したりすることが重要である。

国語科では、学習指導要領が示す資質・能力（指導事項）がどういう力なのかを、教師
が十分に理解したうえで「言語活動」を通して指導することが重要です。
「令和７年度教科等の重点事項 国語」で示した以下のことに取り組み、授業改善を行
いましょう。

①資質・能力の育成に向けた言語活動の設定と充実
②児童生徒が自らの学びを把握できる「指導と評価の一体化」の実現
https://drive.google.com/file/d/1Z9H2HL2_iO_dHhunRdX2CSsP_LLj4H5F/view
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。
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令和６年度 沖縄県学力到達度調査

集計結果

中学校 数学 ２学年

◆ 設問ごとの正答率

◆ 設問ごとの無解答率

◆ 正答数ごとの度数分布

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：正答数 縦軸：割合（％）

正答率30%未満

平均正答率 ２７．８％

平均無解答率 １８．０％

正答率30%未満 ６３．２％

特に課題の見られる問題

特に課題の見られる問題
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【特に課題のある設問】

★問題解決のために数学を活用する方法を考え、説明できるようにする。
様々な問題を数学を用いて解決できるようにするために、問題解決の構想を立てたり、
問題解決の過程や結果を振り返ったりする活動を取り入れることが大切である。その際、
数学を活用する方法を説明できるように指導することが大切である。
本設問を使って授業を行う際には、BプランがAプランより電話料金が安くなる1か月の通
話時間を求める方法について、2つのグラフをどのように用いればよいかを検討する場面を
設定することが考えられる。具体的には、2つのプランの電話料金が等しくなる通話時間は
2つの直線のグラフの交点のx座標に表れることを確認し、「2つのグラフの交点のx座標を
読み取ればよい」などのように数学的に説明できるようにすることが大切である。その際、
「交点の座標を読めば分かる」のような十分でない説明を取り上げて吟味し、「2つの直線
のグラフの交点からx座標を読めば分かる」のようなより洗練された表現に高めていくこと
が考えられる。また、グラフだけでなく、式を用いる方法についても説明ができるよう、
あわせて指導することで、「2つの直線の式から連立方程式をつくり、それを解いてxの値
を求めればよい」などのように数学的に説明できるようにすることも大切である。
さらに、このような数学的に説明ができるようにするためには、例えば、実際にグラフ
から2つのプランの電話料金が等しくなる通話時間を求めた後に、その方法を説明する活動
を取り入れることが考えられる。

沖縄県義務教育課

令和６年度 沖縄県学力到達度調査

特に課題の見られる問題

中学校 数学 ２学年

◆問題 8(2)

[第2学年] C関数 ⑴ｲ(ｲ) 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。
◆趣旨 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどう

かをみる。(「用いるもの」を明確にした上で、その「用い方」を記述する)
○正答率12.7％、無解答率27.8％であり、問題解決の方法をグラフを用いて説明すること
に課題の見られる。
●誤答分析
条件に合うグラフをかくことができなかったり、2つのグラフの交点の座標の読み取り
に間違いが見られたりするなどの誤答が考えられる。また、グラフを用いた説明では、
x座標ではなくy座標に着目したり、表現が不十分であったりする誤答が考えられる。

◆分析結果と課題

◆指導改善のポイント
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令和６年度 沖縄県学力到達度調査

集計結果

中学校 英語 ２学年

◆ 設問ごとの正答率

◆ 設問ごとの無解答率

◆ 正答数ごとの度数分布

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：設問番号 縦軸：割合（％）

横軸：正答数 縦軸：割合（％）

正答率30%未満

平均正答率 ５１.５％

平均無解答率 ５.０％

正答率30%未満 ２０.０％

特に課題の見られる問題

特に課題の見られる問題
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【特に課題のある設問】 沖縄県義務教育課

令和６年度 沖縄県学力到達度調査

特に課題の見られる問題

中学校 英語 ２学年

◆ 問題

◆ 授業改善のポイント

1０  次の英文は，真司（Shinji）が英語の授業でスピーチをしたものです。
      これを読んで，下の問いに答えなさい。

(3) 下線部の問いに答えるように，あなたが環境に  

やさしいと思ってしていることを10 語以上の主語  
と動詞を含む英文で答えなさい。ただし，文の数は
問いません。

正答率 22.2%   無回答率  33.3%

【出題の趣旨】
まとまりのある文章を読んで、内容に沿った自
分の意見を表現することができる。
【評価の観点】 思考・判断・表現

〇正答率が４番目に低く、無回答率が最も高い
問題である。
〇日常的な話題について書かれた文章の概要を 
捉え、自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単
な語句や文を用いてまとまりのある文章を書く
ことに課題がある。
〇質問に対する自分の考えを持っていないのか、
英文を書くための知識・技能が身に付いてい
ないのか等、課題を見極める必要がある。
※前年度も類似の課題が挙げられている。

令和５年度全国学力・学習状況調査調査結果を踏まえた
学習指導の改善・充実に関する指導資料
～学習過程を意識した授業づくり～

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou/eigo/pdf/r07eigo_All.pdf

令和7年２月に公表されました最新の指導資料です。
映像資料と指導資料が掲載されています。御活用ください！！

・読んだことを基に自分の考えとその理由を書く際には、読み手として主体的に考えたり、判断したりしながら
理解したことを基に、コミュニケーションを行う目的や場面, 状況等に応じて表現することが重要である。

・読む目的に応じて要点を捉えた上で、内容に対する感想や賛否、自分の考えなどを話したり書いたりして表
現するなど、領域を統合した言語活動を行うことが大切である。

・書いた英文を推敲する際には、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて適切な内容になって
いる、正確に書くことができているかを指導する必要がある。

【贄田悠調査官資料より】

本県における、令和７年度外国語科の重点事項は次の
２つです。 これまでの取組の成果と課題を生かし、更に
授業改善を進めてまいりましょう。
①コミュニケーションを図る資質・能力の育成に向けた
指導の充実
②言語活動における学習状況の見取りを生かした指導と
評価の充実

https://drive.google.com/file/d/1C8gNKTZ2BYsiSPwP
ZU8Razatq52MWkaD/view?usp=sharing

日頃から、自分の考えや気持ち、
感想や賛否などを伝え合う活動を

設定しましょう。

生徒同士で交流することで、
新しい視点を得られることが

あります。
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